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フ
ォ
サ
イ
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
に
つ
い
て

の
あ管

井

大

果

　
半
世
紀
以
前
の
フ
ォ
サ
イ
ス
の
諸
書
が
今
再
び
英
米
に
お
い
て

版
を
重
ね
て
い
る
許
り
で
な
く
、
モ
ズ
リ
ー
、
ヴ
ィ
ド
ラ
ー
、
ウ

イ
リ
ア
ム
ズ
、
ケ
イ
ヴ
、
ミ
ク
レ
ム
、
・
シ
ェ
ソ
キ
ン
ス
、
ホ
ェ
ー

ル
、
冨
ッ
ク
ス
等
英
国
の
学
者
達
、
デ
ィ
リ
ス
ト
ン
、
ウ
ェ
デ
ル
、

R
・
M
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
ブ
ラ
ド
リ
i
等
米
一
閏
の
学
者
達
が
、
　
一
世
を

風
靡
し
た
バ
ル
ト
の
神
学
の
影
響
に
も
拘
わ
ら
ず
、
フ
ォ
サ
イ
ス

の
影
響
を
受
け
、
フ
ォ
サ
イ
ス
を
研
ド
嫁
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
我
々
は
フ
ォ
サ
イ
ス
復
興
を
そ
こ
に
認
め
な
い
わ
け
に
ゆ
か

な
い
。

　
プ
ラ
ウ
γ
に
よ
る
と
、
フ
ォ
サ
イ
ス
の
論
題
は
「
賜
物
を
幸
く

る
に
値
し
な
い
人
闘
、
そ
の
擬
闘
に
対
し
て
神
が
無
代
償
の
賜
物

と
し
て
自
己
を
与
え
る
こ
と
、
そ
の
福
音
の
内
実
．
を
現
代
生
活
の

種
々
獄
面
に
も
た
ら
そ
う
と
求
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。

　
フ
ォ
サ
イ
ス
　
神
W
累
が
出
現
「
し
た
田
心
測
心
史
的
一
円
見
娼
は
、
自
由
型
王
煎
我

と
根
本
主
義
（
正
統
主
義
）
が
、
過
渡
的
混
乱
時
代
を
形
造
っ
て

い
た
。
そ
の
混
乱
の
要
因
ぱ
、
1
、
聖
書
批
評
学
と
の
衝
突
。
2
、

新
科
学
と
の
衝
突
。
3
、
内
在
の
哲
学
の
悶
題
。
4
、
比
較
宗
教

の
問
題
。
5
、
英
岡
神
学
者
の
ド
イ
ツ
偶
像
観
（
ド
イ
ツ
は
自
由

・
王
義
）
で
あ
る
。

　
フ
ォ
サ
イ
ス
が
影
響
を
受
け
た
主
な
神
学
者
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
先
ず
モ
ー
リ
ス
は
普
遍
的
人
性
の
概
念
を
フ
ォ
サ
イ
ス
に
貢

献
し
、
リ
チ
ュ
ル
の
貢
献
は
一
、
　
「
道
徳
的
一
を
強
調
。
2
、
個

人
は
全
体
の
一
部
と
す
る
。
3
、
人
類
の
代
表
と
し
て
の
基
齊
を

強
調
。
4
、
リ
チ
ュ
ル
は
、
代
償
説
に
反
翻
し
た
が
初
期
の
フ
ォ

サ
イ
ス
も
反
対
。
両
者
の
相
違
点
は
、
フ
ォ
サ
イ
ス
は
ジ
チ
ュ
ル

の
二
極
説
に
反
対
。
基
督
論
に
つ
い
て
一
、
リ
チ
ュ
ル
の
基
督
の
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先
革
説
は
、
神
の
為
の
み
で
、
人
聞
に
は
そ
れ
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

2
、
謙
虚
説
は
フ
ォ
サ
イ
ス
に
本
質
的
だ
が
、
リ
チ
ュ
ル
は
反
対
。

フ
ォ
サ
イ
ス
は
特
に
道
徳
的
と
い
う
点
を
リ
チ
ュ
ル
に
負
う
て
い

る
。
そ
の
他
フ
ォ
サ
イ
ス
は
五
十
人
以
上
の
神
学
者
に
負
う
て
い

る
と
い
わ
れ
る
。

　
フ
ォ
サ
イ
ス
は
恩
寵
の
究
極
性
を
究
明
し
た
が
、
そ
の
神
学
的

　
　
　
　
ポ
ジ
デ
イ
ヴ

特
質
は
「
積
極
的
扁
で
あ
り
、
積
極
的
福
音
で
あ
る
。
彼
が
「
積

極
的
福
音
扁
に
よ
っ
て
示
す
も
の
は
、
1
、
恩
寵
の
神
の
行
為
。

2
、
事
実
で
あ
る
だ
け
で
な
く
再
生
。
そ
の
現
実
的
道
徳
的
境
位

は
①
、
神
の
充
全
且
つ
決
定
的
赦
し
、
②
基
督
の
故
に
こ
れ
を
断

行
。
③
、
信
仰
は
赦
し
に
基
礎
付
け
ら
れ
る
。
④
、
以
上
三
点
が

道
徳
的
生
活
の
根
源
又
規
準
。
3
、
権
威
を
も
つ
。
そ
れ
は
神
の

権
威
で
、
客
観
的
且
つ
歴
史
的
。
権
威
と
自
山
は
相
即
的
で
そ
こ

に
奉
仕
と
自
由
の
弁
証
法
が
あ
る
。
彼
は
積
極
的
福
音
の
三
点

を
、
　
「
教
会
」
に
於
い
て
理
解
し
、
そ
こ
で
恩
寵
は
礼
典
的
賦
、

与
的
と
な
る
。
恩
寵
は
神
聖
性
を
伴
い
、
恩
寵
と
罪
責
は
弁
証
法

的
関
係
を
も
つ
。
罪
は
社
会
的
連
帯
的
で
、
そ
れ
は
質
的
原
罪
と

し
て
量
の
軽
重
に
関
わ
ら
な
い
。
罪
を
罪
責
た
ら
し
め
る
の
は
神

の
聖
で
あ
る
。
罪
責
に
よ
り
人
聞
自
身
は
地
獄
で
あ
り
、
そ
こ
に

危
機
が
あ
る
。
そ
の
処
置
と
し
て
審
判
が
あ
る
。
　
（
こ
れ
は
刑
罰

で
は
な
い
）
普
遍
的
な
罪
と
神
と
の
関
係
の
変
更
と
し
て
和
解
、

賊
罪
、
救
済
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
つ
の
行
為
的
事
実
で
そ
れ
は

十
字
架
で
あ
る
。
そ
の
十
字
架
に
は
解
釈
が
必
要
で
、
キ
リ
ス
ト

教
の
全
体
は
こ
の
解
釈
に
か
か
っ
て
い
る
。
ω
、
空
説
架
解
釈
の

原
理
。
1
、
基
督
の
十
字
架
は
そ
の
救
済
経
験
に
よ
る
解
釈
が
必

要
で
あ
る
。
2
、
啓
示
は
贈
罪
で
あ
る
。
3
、
神
の
聖
。
①
、
神

の
超
越
性
、
他
者
性
。
②
、
恩
寵
に
よ
る
神
の
親
近
性
。
③
、
聖

は
審
判
と
関
係
。
④
、
撫
は
賊
騨
。
回
、
解
釈
の
動
機
、
誘
因
。

人
間
の
所
作
に
よ
ら
ず
神
の
駿
罪
。
1
、
基
督
の
事
業
と
英
雄
の

相
似
点
。
①
、
死
と
復
活
。
②
、
善
行
は
他
者
に
知
ら
れ
ず
。
2
、

両
者
の
相
違
点
。
①
、
英
雄
は
義
務
、
イ
エ
ス
は
聖
愛
。
②
、
英

雄
の
死
は
一
軸
。
イ
エ
ス
は
全
生
涯
。
③
、
英
雄
の
知
識
は
有
限
。

イ
エ
ス
の
そ
れ
は
無
限
。
④
、
英
雄
の
行
為
は
義
務
。
イ
エ
ス
の

そ
れ
は
恩
寵
。
十
字
架
解
釈
の
結
論
。
1
、
十
字
架
と
恩
縫
の
同

一
視
。
2
、
基
督
の
服
従
の
強
調
。
3
、
客
観
的
購
罪
の
強
調
。

4
、
十
宇
架
は
審
判
と
和
解
の
両
面
を
啓
示
。
十
字
架
（
　
瞭
罪
）

は
基
督
論
（
格
身
論
）
を
必
然
と
し
、
両
者
は
不
可
分
離
器
。
基

樫
に
あ
る
と
ば
神
に
あ
る
こ
と
で
、
啓
示
は
基
督
。
基
督
は
仲
保
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者
、
代
表
者
。
格
身
論
の
要
点
。
1
、
基
督
先
在
の
強
調
。
2
、

ケ
ノ
…
シ
ス
、
’
擬
己
渦
否
定
。
　
3
、
プ
レ
ロ
ー
シ
ス
、
・
目
己
充
満
…
。

基
督
論
は
教
会
論
に
完
成
。
新
人
性
は
社
会
的
、
統
一
的
、
で
基

督
は
そ
の
代
表
。
そ
れ
が
教
会
論
へ
。
恩
寵
が
教
会
を
鋼
り
、
描

音
の
し
に
教
会
が
あ
り
、
兄
弟
愛
の
上
に
そ
れ
は
な
い
。
二
礼
典

は
一
つ
の
恩
寵
手
段
と
し
て
福
音
の
見
現
で
あ
る
。
礼
典
は
行
為

さ
れ
た
御
言
。
洗
礼
は
一
回
限
り
の
三
寸
ハ
。
聖
餐
は
反
復
の
礼
血
ハ
。

教
職
も
礼
凱
ハ
的
。
賄
…
罪
の
客
観
性
に
よ
り
教
会
は
普
遍
的
。
二
つ

　
．
‘
‘
　
1
、
ロ
マ
教
会
の
一
致
は
恩
寵
の
自
・
田
を
喪
失
。
2
、

会
衆
派
の
原
子
論
は
排
他
的
で
教
会
を
破
壊
。
教
会
と
社
会
に
つ

い
て
二
つ
の
誤
謬
。
1
、
内
向
き
一
教
会
の
内
的
奉
仕
の
み
を
行

な
う
。
2
、
外
向
き
一
基
督
教
政
党
に
な
る
。
教
会
と
社
会
は
個

人
を
介
し
て
問
接
的
に
働
き
、
両
者
は
神
の
国
に
対
し
て
共
働
考

で
あ
る
。

　
フ
ォ
サ
イ
ス
神
学
は
、
主
観
主
義
、
抽
象
約
合
理
主
義
、
個
人

主
義
等
の
誤
謬
に
対
決
し
て
、
体
験
爾
が
宣
教
園
と
弁
証
面
を
媒

介
す
す
る
三
一
神
論
的
構
造
を
以
っ
て
、
そ
れ
ら
を
克
服
し
た
。

　
フ
ォ
サ
イ
ス
神
学
の
評
価
。
ホ
ェ
…
ル
。
彼
の
業
蹟
は
四
分
の

一
世
紀
闘
、
時
代
遅
れ
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
現
代
の
「
現
実
主
義
篇

を
予
想
し
つ
つ
進
展
じ
た
。
ガ
ン
マ
…
。
彼
は
予
言
者
的
洞
察
と

霊
的
感
覚
を
も
つ
。
モ
ズ
リ
ー
。
フ
ォ
サ
イ
ス
は
米
園
教
義
学
の

最
高
の
神
学
者
。
　
マ
ッ
コ
ー
ナ
ッ
キ
i
。
バ
ル
ト
以
前
の
バ
ル
ト

派
。
ヒ
ュ
…
ズ
ぱ
こ
の
批
評
を
批
判
。
相
違
点
1
、
フ
ォ
サ
イ
ス

の
神
は
イ
エ
ス
の
神
。
バ
ル
ト
は
旧
約
的
。
2
、
フ
ォ
サ
イ
ズ
ぱ

啓
示
と
歴
史
の
極
端
な
分
離
を
せ
ず
。
3
、
罪
の
分
析
は
フ
ォ
サ

イ
ス
が
よ
り
微
底
的
。
4
、
フ
ォ
サ
イ
ス
に
は
啓
示
と
人
脈
の
問

の
合
理
的
二
元
論
が
な
い
。
フ
ォ
サ
イ
ス
を
バ
ル
ト
派
に
す
る
の

よ
懸
里
。

‘
イ
」
．
1
」

　
フ
ォ
サ
イ
ス
へ
の
批
判
。
！
、
彼
は
十
字
架
を
強
調
し
て
、
托

身
と
復
活
が
弱
い
。
2
、
自
由
滋
義
の
反
動
と
し
て
神
の
聖
は
一

方
的
客
観
的
？
・
3
、
彼
は
イ
エ
ス
の
宗
教
と
基
督
の
福
音
を
区

別
す
る
が
、
イ
エ
ス
の
人
性
の
欠
如
。
4
、
騨
責
と
悪
の
区
別
が

明
瞭
で
な
い
。
5
、
彼
の
新
人
性
は
へ
…
ゲ
ル
的
？
・
6
、
二
つ

の
語
を
数
の
意
味
に
用
い
る
が
必
ず
し
も
成
功
せ
ず
。
特
に
、
人

間
学
的
考
察
が
弱
い
点
が
慕
立
つ
と
恩
う
。
宣
教
の
キ
リ
ス
ト
と

史
的
イ
エ
ス
の
橋
渡
し
も
明
瞭
で
な
い
。
こ
れ
ら
は
今
日
的
課
題

と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
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